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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

  太地町まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

和歌山県東牟婁郡太地町 

 

３ 地域再生計画の区域 

和歌山県東牟婁郡太地町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

 太地町は、和歌山県の南部に位置し、黒潮流れる太平洋の熊野灘に面している

地域です。面積は 5.81 ㎢で、森林が全体面積の 61％を占め、北西部には森浦湾

の静かな入江があり、北東には常渡半島、南東には平見の丘陵地があります。そ

の中心に天然の良港である太地港があり、多数の集落が存在しています。 

 本町の人口は、平成 27年の国勢調査では 3,087人（平成 22 年と比べて５％減

少）であり、人口減少が続いています。住民基本台帳によると、令和 2年に 3,014

人となっています。生産年齢人口比率は 48％と県平均より低く、老年人口比率は

42％と高齢化が続いています。令和 2年では年少人口 217人、生産年齢人口 1,492

人、老年人口 1,305人となっています。また、将来の人口予測では、令和 12年に

は総人口が 2,375人となり、生産年齢人口比率が 46％まで落ち込み、高齢化率は

46％まで増加すると見込まれています。 

 自然動態については、1999 年以降継続的に死亡数が出生数を上回っています。 

2019年では死亡数 69人、出生数 15人で 54人の自然減となっています。 

 社会動態については、2010 年から 2013 年までは転入超過となっていたが、そ

れ以降は転出超過となっています。2019年では転入数 88人、転出数 94人で 6人

の社会減となっています。 

 このような状態が続くと地域経済の縮小や町財政の衰退といった課題が生じま

す。 
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 これらの課題に対応するため、次の事項を基本目標に掲げ、人口減少、少子高

齢化に歯止めをかけます。 

 

・基本目標１ くじらを核とした産業振興で「豊かで活力あるまち」づくりを創

造する 

・基本目標２ 地域資源・伝統を活かし「魅力あるまち」を創造する 

・基本目標３ 子育て世代が「住んでみたい」と思うまちを創造する 

・基本目標４ 安全安心な暮らしを実現する 

・基本目標５ くじらと自然公園のまちづくりを推進する 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2024年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 年間の観光入込客数 319,341人 400千人 基本目標１ 

イ 社会増減数 ６人の減少 ９人の増加 基本目標２ 

ウ ０歳～14歳人口 226人 252人 基本目標３ 

エ 
「今後も太地町に住み続ける予

定」の割合 
85.3％以上 85.3％以上 基本目標４ 

オ くじらの博物館への年間来館数 112,445人 140千人 基本目標５ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

太地まち・ひと・しごと創生事業 
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ア くじらを核とした産業振興で「豊かで活力あるまち」づくりを創造 

する事業 

イ 地域資源・伝統を活かし「魅力あるまち」を創造する事業 

ウ 子育て世代が「住んでみたい」と思うまちを創造する事業 

エ 安全安心な暮らしを実現する事業 

オ くじらと自然公園のまちづくりを推進する事業 

② 事業の内容 

ア くじらを核とした産業振興で「豊かで活力あるまち」づくりを創造する 

事業 

      「森浦湾鯨の海計画」を戦略的に推進、町独自の観光資源を活かすべく

受入態勢や情報発信及び６次化等による町内産業の競争力を強化し、豊か

で活力あるまちづくりを推進する。 

     【具体的な事業】 

      ・教育旅行の誘致事業 

      ・くじらを含めた水産物メニューの提供事業 等 

イ 地域資源・伝統を活かし「魅力あるまち」を創造する事業 

空き家の状況把握と所有者の意向等把握をし、住居だけでなく店舗や

サービス拠点の増加、くじらの学術研究都市の方向性からの需要、豊か

な海や特徴的な事業を活かした「太地ならでは」の体験の提供等をして

いき、様々な目的で太地町を訪れる人を増やす取組を推進する。 

     【具体的な事業】 

      ・空き家の状況の把握 

      ・漁業体験事業 等 

ウ 子育て世代が「住んでみたい」と思うまちを創造する事業 

子育てに携わると思われる層への支援、子育て支援事業や母子・児童

福祉の充実、太地町ならではの教育の充実で、子どもの生きる力を育成、

子どもが安心して過ごせるよう、教育施設の高台移転の検討など、子育

て世代が住みやすいまちづくりを推進する。 

【具体的な事業】 

 ・マイホーム建築支援 



 

4 

 

 ・通学路の整備 等 

エ 安全安心な暮らしを実現する事業 

防犯カメラの設置や避難経路の強化等、防犯・防災対策の強化等太地

町に暮らす住民１人１人の安全と安心を推進する。また、町内交通シス

テムや健康づくり、地域での高齢者のケアなどハード・ソフト両面での

安全安心、暮らしの利便性の向上を図ることで定住化を促進する。 

【具体的な事業】 

 ・自主防災組織補助支援事業 

 ・交通安全設備の維持管理 等 

オ くじらと自然公園のまちづくりを推進する事業 

     太地町は「くじらの町」として高い知名度を持っている。その中でも、

町のシンボル的存在である「くじらの博物館」は世界有数の規模と質の

高い展示物や資料を有し、観光施設のみならず、くじらに関わるあらゆ

る学術研究、学術的交流の拠点としての活用、公衆トイレの改修やベン

チの設置等、町民の利便性のみならず来訪者へのもてなしにつながる施

設整備を進め、「公園の中にあるような町」にしていくことを目標にく

じらと自然公園のまちづくりを推進する。 

    【具体的な事業】 

     ・くじらの博物館館内ユニバーサル化 

     ・公衆トイレの改修・整備 等 

※なお、詳細は太地町第２次まち・ひと・しごと創生総合戦略のとおり。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

100,000千円（2020年度～2024年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年４月に外部有識者による実施状況と成果の検証を行い、必要に応じ

て次年度の施策・事業を改訂・検討し太地町公式ウェブサイトで公表する。 

⑥ 事業実施期間 

地域再生計画の認定の日から 2025年３月 31日まで 
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６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から 2025年３月 31日まで 


